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　非殺傷性レーザ兵器の利用が増加し
ている。米陸軍は、アフガニスタンお
よびイラクの複数の検問所でグリーン
レーザ「ダズラー」（Dazzler：目をくら
ませる光線発射装置）を試験導入した
後、2011年11月にはさらに数千台もの
「Green Laser Interdiction System」
（グリーンレーザ阻止システム）を配備
に向けて発注し、今後2年以内のさら
なる購入を計画している。米食品医薬
品局（FDA）が2011年8月、高度な安
全システムを備えた民生用レーザダズ
ラーの販売を認可したことから、警察
機関による同兵器の利用は増加するも
のと思われる。最大出力が1Wまでの
類似のグリーン固体CWレーザは、イン
ターネットで自由に販売されているが、
中には販売対象を警察機関のみに限定
していると主張するベンダーもある。
　人間の目が最も明るく感じる緑色の
波長で光線を発射するダズラーは、検
問所に近づく人々に対する無言の警告
から、攻撃対象が確認できないように

敵軍の目をくらませるための強力な光
線の発射にいたるまで、軍や警察機関
によるさまざまな用途を目的としてい
る（図1）。典型的な動作距離は、日中で
300〜500m、夜間で最大数kmである。
この距離を実現するにはクラスIIIBの
レーザが必要だが、後遺症となる損傷
を目に与えることのないように、出力は
約200mWまでに制約される（失明させ
ることを目的として設計されたレーザ
の使用は、1995年に国際連合によっ
て採択された盲目化レーザ兵器議定書
によって禁止されている）。
　米国防総省によるレーザダズラーの
開発を率いるのは、合同非殺傷兵器理
事会（JNLWD）である。JNLWDの広
報を担当するケリー・ヒューズ氏は、「視
覚錯乱兵器は、多くの非殺傷兵器と同
様に、戦場における武力行使の段階的
拡大のための選択肢の1つであり、民
間人の犠牲や巻き添えの被害を最小限
に抑えることを目的とするものである」
と説明する。これまでに、数種類のダ

ズラーが、検問所、都市部の巡回、護送、
および国境警備の目的で使用されてい
る。JNLWDのディレクタを務めるト
レーシー・タフォーラ大佐によると、不
正行為をはたらく人々に対して、十分
に離れた安全な距離から対応する場合
に、ダズラーが極めて有効であること
が現地の報告から明らかになっている
という。ダズラーによって、兵士が加
害者となることを防ぐとともに、戦闘
に従事しない人々に危害が及ばないよ
うにすることができる。
　実地でのこの状況に基づき、米陸軍
は米B.E.マイヤーズ・エレクトロオプ
ティクス社から、1万2542台の「Glare
MoutPlus」レーザを、購入することを
決断した。同システムは、波長532nm、
定格出力が200mWで、数ヘルツでのパ
ルス、または連続波の発射が可能であ
る。動作距離は20〜500m。至近距離
からの使用は眼障害を与える危険性が
あるため、20m未満の距離での使用は
禁止されている。光線は拡散するため、
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図1　ハンヴィー（Humvee：
高機動多用途装輪車両）から
レーザダズラーを使用する様
子（提供：合同非殺傷兵器プロ
グラム）
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これで100mの距離にある人物の頭部お
よび肩、500mの距離にある車両全体を
とらえることができる。レーザモジュー
ルの重量はわずか10オンス（約283.5g）
で、銃に装備するか、単体で携帯するこ
とができる。システムは、兵士が使用
しやすいように、小型かつシンプルにな
るようにしたと、B.E.マイヤーズ社の
ジェフ・ブラッドバリー氏は述べてい
る。同社は2012年と2013年に、さら
なる受注を見込んでいる。

長距離視覚遮断装置
　米陸軍は2011年12月、「長距離視覚
遮断装置」の開発に対する提案を要請
した。同装置は、警告モードと視覚抑制
モードの間の切り替えが可能で、視界
の悪い状況下においても、船舶から最
大3kmの距離に警告を発することがで
きる。米陸軍の大きな懸案事項として、
小型船による攻撃からの防御がある。
民間の船舶輸送会社は、海賊による攻
撃に対する非殺傷性の防衛手段として
ダズラーを利用することを検討してい
る。「対象物を確認することができなけ
れば、それを攻撃することはできない」
と、スコットランドのフォトニック・セキ
ュリティ・システムズ社のポール・カー
氏は述べる。同社が開発したグリーン
ダズラーは現在、複数の海上警備会社
によって試験が実施されている。最も
強力な非殺傷性海洋レーザはおそらく、
フィンランドのレーザセック・システム
ズ社が提供する10Wのダズラーである。
　米陸軍は、銃と同様に、兵士訓練に
よってダズラーの安全な使用を確保し
ようとしているが、FDAは、民間用途
のダズラーに対し、安全システムの装
備を求めている。FDAは8月、B.E.マ
イヤーズ社の警察活動向けシステム
「GlareEnforcer」に対して、同局初の
非殺傷性レーザの販売認可を与えた。

B.E.マイヤーズ社は同システムを、2011
年1月にラスベガスで開催された「ショ
ットショー」で発表している。同システ
ムは、532nmで200mWのグリーンレ
ーザを、連続、4Hzの低速パルス、8Hz
の高速パルス、4〜12Hzのランダムパル
スという、4つのモードのいずれかで
発射する。利用機関の候補としては、沿
岸警備隊や国境警備隊などがある。
　GlareEnforcerの安全システムは、目
に対する安全性を確保するレーザ監視
機能に基づいている。この監視機能に
よって、目に対し危険を与える公称範囲
内、またはその付近に対象物がないか
を確認する。この範囲内では、強度が
高く、目に損傷を与える危険性がある。
危険範囲内またはその付近に人間がい
る場合は、システムはレーザ出力をその
距離に対して安全なレベルに引き下げ
る。周囲の領域も監視することによっ
て、危険ゾーン内に入る可能性のある
人間や、レーザが移動した場合にそれ
を浴びる可能性のある人間にまで、保
護対象が拡大される。また、同システム
は、光線到達領域付近の反射性物体も
検索し、レーザの操作者に反射による
危険が及ばないようにする。この安全シ
ステムによってGlareEnforcerは、軍事
用システムよりもさらに複雑なものとな
っており、重量も21オンス（約595.3g）と
重く、サイズも大きい。日中は500m、
夜間は1km以上の距離で有効である。
　このような安全機能は、インターネッ
トで販売されている発射出力が200
mW〜1Wのグリーンレーザには、一般
的には装備されていない。これらの商
品の一部は、ポインタとして提供され
ている。「GreenLaserPointer.org」と
いう企業は、500mWのレーザ（一部の
商品はポインタとして提供）を「FDA
準拠」と謳って、500〜600米ドルで
販売している。 （Jeff Hecht） 　LFWJ




